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新しい年のスタートです！ 

 今回は「令和４年の抱負」を１年生から寄せてもらいました。協力してくれた皆さんありがとうございました。 

令和４年が良い年になるよう願っています！ 

 

 ☆２年生からだいぶ難しくなると思うけど勉強を頑張る。学年順位を上げる。 

☆テストで納得できる点を取る。模試の英語でも点が取れるように長文対策していきたい。 

☆自分に合った勉強法でたくさん勉強する。（受験勉強も始まってくるので） 

☆部活で全国大会に出場する。  

☆次こそは大会で入賞する。 

☆漢検に合格する。 

☆マラソン大会頑張ろう。（マラソン大会は２月８日です） 

☆一つ一つていねいに。（落ち着いてやって失敗があまりないように） 

☆たくさん笑う。 

☆落ち着いて行動する。（良い方に動けたらいいなと思ったから） 

☆やりたいことを見つける。（何かに夢中になって取り組みたい） 

 ☆風邪をひかないようにして健康で過ごす。 体力をつける。  

  

１月　行事予定
1 ㊏ 17 月

2 ㊐ 18 火
3年生学年末考査発表
思春期保健講座(3年6限)

3 ㊊ 19 水
交通安全登校指導  漢字テスト⑫

4 火 20 木
第4回人権・同和教育ホームルーム活動(3年)

5 水 21 金
第3回実用英語技能検定(一次)  全校集会

6 木 22 ㊏

7 金 23 ㊐
全商簿記実務検定

8 ㊏ 24 月

9 ㊐ 25 火

10 ㊊ 26 水

11 火 27 木
3年生学年末考査3日目
えひめスーパーコンソーシアム(13:30)

13 木
人権デー⑨

29 ㊏
県学力テスト(1・2年)

14 金 30 ㊐
しらうお祭り(1年)  全商情報処理検定

15 ㊏
ベネッセ総合学力テスト(1・２年)
進路マップ実力診断テスト・基礎力診断テスト(1・２年) 31 月

3年生学年末考査5日目  1年生繰替休日
3年生学年集会(考査終了後)

16 ㊐

課題テスト(1・2年)  3年生家庭学習時間調査(～28日)
消費者支援講座(3年6限)  就職ガイダンス(2年午後)

元日

12 水

3年生学年末考査1日目
修学旅行(2年 ～28日)

28 金
3年生学年末考査4日目

成人の日

校内マラソン大会前健康診断(14:00)

身だしなみ再指導締切日

3年生学年末考査2日目

始業式  身だしなみ指導  各種委員会
授業料・校納金口座振替日
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新しい生活様式 

３年学年主任 清家 規晶 

 

最近はどこのお店に行っても、「ソーシャルディスタンス」「間隔をあけてお並びください」の表示

が見られる。これはもちろん「新型コロナウイルス感染拡大」を防ぐための対策である。 

先日、久しぶりに訪れたレジャー施設では、プロジェクションマッピングや花火を見るために人が

集まる場所には碁盤の目のようにテープが張ってあった。しかも、一つのマスの中は４人まで、マス

のないところには立たない。更に、隣のマスは使用禁止という工夫までされてあった。バイキングの

食事会場でも、最大４人の区切りでパーテーションがしてあった。５人以上のグループでもそのパー

テーションははずさせない。また、料理をとりに行くときには、マスクはもちろん、使い捨ての手袋

が用意してあり、1度はずすたびに交換という徹底ぶりであった。 

現在このような窮屈な状態ではあるが、不思議とみんなそれを受け入れ、距離をとって並び順番を

守っている。ですが、「ソーシャルディスタンス」という言葉が定着する前に、こんなことがありま

した。私はレジ待ちのため、前の人との距離を開けていました。すると、私と同じくらいの方がすっ

と前に並びました。「すいません。皆並んでるんですけど」と言うと、「あいとったやないか」と怒鳴

り始めました。たまたま店員の方が見ており、説明をし後ろに回ってもらったのですがずっと文句を

言われていました。それが、先のレジャー施設でこんなこともありました。私の家族が見学のための

マスの中にいると、後ろの使用禁止のマスに「ここ空いてるで」と言って若者が座ろうとしました。

するとその横にいた方が「そこ使用禁止ですよ」と注意しました。平和主義の私は「もめごと」にな

らなければよいがと思っていると、注意された若者はあっさりと「あっ、ホンマや」と言って別の使

用禁止ではない場所を探しに行きました。「ソーシャルディスタンス」が受け入れられたことを感じ

ました。 

生活の至る所で新しい習慣が生まれています。学校生活においても同じです。今までの「当たり

前」が「当たり前でない」世界。すべてを受け入れ理解しなくてはなりません。今こそ、以前の生活

に感謝し、周囲を見渡し広い心の目を持たなくてはいけないのではないでしょうか。すべては無理か

もしれませんが、お互いに理解しあうことを心掛けていきたいものです。 

 


